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横須賀市について
横須賀市は、神奈川県の南東、三浦半島の中央部に位
置し、東は東京湾、西は相模湾に面しています。歴史的
には、鎌倉幕府の創設に貢献した三浦一族の活躍、近代
文明の幕開けとなったペリー来航、日本初の造船所であ
る横須賀製鉄所の開設に始まる海軍のまちとしての発展
など、時代の先駆けの舞台となってきました。
横須賀市は、海外に４つの姉妹都市コーパスクリス
ティ市（アメリカ）、ブレスト市（フランス）、フリマン
トル市（オーストラリア）、メッドウェイ市（イギリス）
があり、交換学生事業や国際行事などへの相互訪問、職
員交流などを通じて、友好を深めています。
横須賀市役所では現在、アメリカ出身の国際交流員
2人（ケイト、クイン）と、フランス出身の国際交流員
1人（ニコラ）が活動しています。翻訳・通訳をはじめ、
外国語での情報発信、市民向け交流事業の企画・運営、
国際式典での
司会や来賓対
応など、多岐
にわたる業務
を担っていま
す。ここでは、
彼らの活躍の
一部をご紹介
します。

「いろいろな国の人を知ろう」から 
広がる相互理解
2026 年１月、世界のさまざまな国の文化や生活習慣
を知ることで、国際平和の大切さを再認識し、国際理解

を深める目的で、クイン国際交流員の企画・運営による
「市民平和のつどい」を開催しました。「いろいろな国の
人を知ろう」をテーマに、国際交流員３人と中国・ベト
ナム出身のボランティアの計 5人によるパネルディス
カッションを実施しました。カルチャーショック、言語
の違い、人間関係などをテーマにパネリストがそれぞれ
の経験を話し、三択ゲームやグループごとの質疑応答、
交流会を通じて、相互理解を深めました。
参加者からは、「いろいろな国の人の思いを聞けてよ
かった。日本の社会や人々がその思いを理解すること
は大切で、良い機会だった。」などの感想が寄せられま
した。

参加型ワークショップで国際交流
2025 年１月、ケイト国際交流員は、参加者が「手を
動かしながら交流できる」ニードルフェルトのワーク
ショップを企画・実施しました。お茶を囲み、会話を楽
しみながらペンダントづくりに挑戦。初対面同士でも自
然にコミュニケーションが生まれる場となりました。
また、2026 年 2月に開催したハーブ講座では、ハー
ブの育て方や活用方法の紹介に加え、参加者がそれぞ
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れオリジナルブレンドを作り、ハーブティーを味わい
ながら感想を共有するなどゆったりとした時間になり
ました。
文化を一方的に「教える」のではなく、同じ時間を「一
緒に楽しむ」ことを重視した点が特徴で、参加者が交流
の輪へ自然に入っていける機会を創出し、地域における
国際交流の機会になりました。

体験で深めるフランス理解
料理教室やフランスのクリスマス紹介など、開催する
ワークショップが毎回好評のフランス人国際交流員ニコ
ラ。2025 年８月には、「ニコラのフランス紹介 Vive 
la France!」を開催しました。フランスという国の概要
に加え、各地方の特徴や簡単なフランス語を紹介したり、
ニコラのギター演奏で歌を歌ったりしました。また、姉
妹都市ブレストにゆかりのあるフランス菓子パリブレス
トや、フランスで親しまれているシロップ（炭酸で割っ

て飲む飲料）を用意し、フランス文化を「知る」にとど
まらず、「感じる」機会を提供しました。
ギター演奏が得意なニコラは、地域の小学校からの依
頼を受けて学校訪問も実施しました。児童が授業で学習
したフランスの歌を、ニコラのギターに合わせて歌いま
した。

外国語での情報発信
日本語が十分に理解できない市民にも必要な情報を届
けるため、国際交流員が情報発信をしています。
2025 年 7 月にカムチャッカ半島付近で地震が発生
した際、市は防災メールと LINE で災害情報を配信しま
した。防災メールは日本語・英語・やさしい日本語の
3 言語で配信する一方、LINE は日本語のみでの発信と
なっており、英語・やさしい日本語で配信するには都度
翻訳が必要で、発信までに時間と労力を要する課題があ
りました。災害対応は勤務時間外に及ぶ可能性もあるこ
とから、平時からの備えが重要です。そこで、他課と連
携し、災害時に LINE でも英語・やさしい日本語による
情報を即時に発信できるよう、配信が想定される内容を
定型文として事前に準備し、必要な情報を迅速かつ正確
に届けられる体制を構築しました。
また、日常の情報発信としては、2022年に国際交流
員の Instagramアカウントを開設しました。業務紹介
に加え、ワークショップなどの情報を日本語・英語・フ
ランス語で発信しています。

これから
国際交流員との活動を通じて、市民が世界に目を向け、
視野を広げていくこと、国際交流の機会があることは、
市の魅力アップにもつながっています。
市としても、国際交流員がそれぞれの知識と経験を最
大限に発揮できる場をさらに広げ、市民にとって身近な
国際交流と異文化理解を、これからも着実に積み重ねて
いきます。

日本語・英語・フランス語の３言語で情
報発信している横須賀市国際交流員の
Instagramアカウントです。
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